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このたび、国土交通省多治見砂防国道事務所が開設 80 周年を迎えられましたことを、心か
らお祝い申し上げます。
貴事務所におかれましては、圏域内の大動脈であり産業・生活基盤の根幹を成している国道
19号の交通渋滞の緩和、交通事故の減少、災害時における道路網確保及び道路環境の改善といっ
た喫緊の重要課題の解決に向け、大変なご尽力を賜っております。
また、近年突発的な集中豪雨が全国各地で頻繁に見られるようになり、土砂災害の危険性が
以前にも増して高まっている中、計画的に様々な砂防事業を推進いただくとともに、地域の学
校等とも連携して防災機能の高い豊かな森づくりを目指すグリーンベルト整備事業にも取り組
んでいただいており、改めてお礼を申し上げるとともに、引き続きご協力いただきますようお
願い申し上げます。
最後になりましたが、貴事務所の更なるご発展と関係者各位のご健勝をご祈念申し上げ、お
祝いのご挨拶とさせていただきます。

多治見砂防国道事務所開設80周年を迎え、心からお祝い申し上げます。今日まで、砂防事業、
道路事業、特に国道 19 号の恵中拡幅事業を通じ、地域住民が安心で安全して生活できる基盤
整備を推進していただき感謝申し上げます。
当市では、「はたらく」「たべる」「くらす」に重点をおいた政策を推進する中で、活力ある

地域の形成を実現するために、道路は重要な社会資本と考えています。
平成 27 年度に一部事業化された「国道 19 号瑞浪恵那道路」が、今後予定されているリニ

ア中央新幹線の開通も見据え、交流人口の増加、企業誘致による雇用拡大などの広域的な波及
効果とともに地域の活性化に大きく寄与するものと期待しております。
今後も地域の実情をご理解いただき、地域性を活かした道路整備を促進され、地域の活性化

にご尽力いただくことをお願いするとともに、貴事務所の益々のご発展を祈念申し上げお祝い
のご挨拶とさせていただきます。

多治見砂防国道事務所が開設80周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。
当市は、かつて窯業で使用する薪材の乱伐等による林地の荒廃が著しく、度重なる災害に見
舞われてまいりましたが、その後砂防施設の建設や減災対策といったハード・ソフト対策を効
果的かつ効率的に推進いただいたことにより、近年多発する集中豪雨にあっても甚大な災禍を
被ることがなくなりました。
また、東海環状自動車道、国道19号・21号は、交流人口の増加、企業誘致による雇用拡大
など地域の活性化に大きく寄与しています。そしてこれらの道路の災害時における道路網の確
保及び渋滞対策といった課題の解決に向け、大変ご尽力いただいております。
最後になりましたが、貴事務所におかれましては、永きにわたりこの地域の社会基盤の整備
に努めていただきましたこと、心より感謝申し上げますとともに、ますますのご発展を心から
祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。

多治見砂防国道事務所が創立 80 周年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げますと
ともに、日頃より地域の安全安心のため砂防・国道事業を推進していただいておりますことに
敬意を表するものであります。昭和 7 年 8 月に当市で発生しました四ツ目川災害は、死傷者
26 名、被害家屋 500 戸以上という甚大な被害をもたらした土砂災害でありました。貴事務所
におかれましては、これを契機に昭和 12 年から直轄砂防事業に着手され、四ツ目川遊砂工を
はじめ、多くの砂防施設の整備、さらには東西交通の大動脈である国道19号の4車線化など、
今日までさまざまな施設整備に取り組んでいただきましたことに心より感謝申し上げます。
近年、異常とも思える局地的な集中豪雨が全国各地で発生しています。地域の安全安心の確

保は、2027年開業のリニア中央新幹線の開業に向け、新たなまちづくりに取り組む当市にとっ
て最も重要なことであります。今後も引き続き直轄事業の積極的な事業展開をお願いするとと
もに、貴事務所の益々のご発展を心から祈念いたしまして、創立 80 周年のお祝いの言葉とい
たします。

多治見砂防国道事務所が、創立 80 周年を迎えられましたことに心よりお祝いを申し上げま
すとともに、地域の安全、安心のため砂防事業・国道事業を推進していただき感謝申し上げます。
地域の生活を支える大動脈である国道 21 号においては、念願である可児御嵩バイパスの完

全四車線化に平成 28 年度から一部着手していただき、交通渋滞解消の兆しが見えてきていま
す。
道路は、人口減少・高齢化の進む昨今のまちづくりにおいて、特に重要となる「コンパクト

シティ + ネットワーク」の一翼を担うものであり、地方都市にとって、活力ある経済活動の促
進や交流人口の拡大などにつながる、地域活性化の要となるものです。
今後も、地域の振興に資する砂防・道路事業に一層のご尽力をお願い申し上げ、貴事務所の

益々のご発展を祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

このたび、国土交通省多治見砂防国道事務所が開設 80 周年を迎えられましたことを、心か
らお祝い申し上げます。
貴事務所におかれましては、管内の砂防事業及び地域の発展に欠かすことのできない直轄国
道の維持・改良に、日々努められていることに対し、敬意を表するとともに深く感謝を申し上
げます。
特に、平成 27 年度には、「国道 19 号瑞浪恵那道路」の一部を事業化していただき、着実に
事業推進していただいていることに感謝いたします。この道路が完成することにより、長年悩
まされ続けた朝の通勤時の渋滞解消はもとより、地域経済の活性化や、大規模災害発生時の緊
急避難路や救急搬送路として非常に重要な役割を担うことになり、東濃地域の生活環境が飛躍
的に改善されることを期待しています。
今後も貴事務所には、地域住民が安心・安全で暮らせるための砂防事業の促進、既存道路の
維持管理や、防災事業、また、増え続ける通過車両の渋滞緩和と事故防止及び、他市との文化的・
経済的交流に必要な幹線道路の改良事業の推進に、より一層のご尽力をいただくとともに、今
後の瑞浪市道路行政の進展にご理解とご協力をお願い申し上げる次第です。
最後になりましたが、開設 80 周年を契機として多治見砂防国道事務所の更なるご発展と、
関係者各位のご健勝を祈念申し上げ、お祝いのことばとさせていただきます。
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多治見砂防国道事務所 開設 80周年を心からお祝い申し上げます。
貴事務所におかれましては、管内の砂防事業と、直轄国道の維持、改築事業等に日々ご
尽力いただいております。特に、当町内の国道 21 号において、地震発生時に陥没被害の
おそれのある亜炭鉱廃坑に対する充填工事を継続的に実施いただいており、深く感謝申し
上げます。
また、当町を東西に横断する国道 21 号可児御嵩バイパスは、東海環状自動車道 可児・
御嵩インターチェンジと、町内工業団地とのアクセスを飛躍的に向上させ、広域的なストッ
ク効果を発揮し、更には災害時の緊急輸送道路でもあることから、当町の発展と住民の安
全・安心に大きく寄与しております。今後は、周辺の市町村や観光資源と連携した広域観
光圏の整備に向け、交通量の増大が見込まれる中、主要区間の 4 車線化や防災対策など、
引き続きご尽力賜りますようお願いいたします。
最後に、貴事務所の益々のご発展を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

創立 80周年、誠におめでとうございます。
日頃より多治見砂防国道事務所が先頭に立って、広大な木曽谷とそこに住む住民の命と

財産を守るために奮励努力して頂いていますことに、住民を代表して心よりお礼と感謝を
申し上げます。
平成 26 年 7 月に発生した当町梨子沢の災害では、砂防事業の積み重ねにより最小限の

被害に留まることとなりました。犠牲者が出たことは痛恨の極みですが、直轄事業により
整備された施設が無かったとしたら、一体どれ程に悲劇は広がっていたことでしょうか。
復旧を終えた今まさに「命を守る砂防」への思いを住民共々噛みしめているところです。
今後とも施設整備を積極的に推進される事は勿論、今回の災害で発揮された応援派遣、機
動力といった点にも大いに期待を寄せるものです。
貴事務所が末永く地域を守る砦として一層発展されんことを願うと共に、ご労苦をお掛

けしている関係各位のご健勝ご多幸をお祈りしてお祝いの言葉と致します。

多治見砂防国道事務所が、創立 80 周年を迎えられましたことに心よりお祝い申し上げ
ます。
昭和 53 年度より直轄砂防事業に着手をいただいてから、約 40 年に渡り砂防事業を継
続して実施をしていただいております。幾度となく発生をしております土石流を砂防堰堤
が捕捉をすることにより、下流域への被害を未然に防ぐ砂防事業の重要な役割、使命は、
地域住民の生命と財産を守り、安心・安全な生活を送るうえで不可欠なものとなっており
ます。
改めて、砂防事業の継続的な事業の推進に感謝申し上げます。
木曽地域は、国道 19 号線、JR 中央西線が縦貫するなか、急峻な山腹に脆弱な崩壊地を
いくつも抱えております。近年の異常気象による災害の発生が危惧されるなかにおきまし
ては、多治見砂防国道事務所の積極的な事業の推進は、地域住民にとってその期待は大き
く、安心と安全をもたらす重要な役割を担っていただいております。
この 80 周年を契機としまして、貴事務所の更なる発展をご祈念申し上げてお祝いの言
葉といたします。

この度、多治見砂防国道事務所開設 80 周年の節目を迎えられたことに心よりお祝い申
し上げるとともに、貴事務所の直轄砂防事業が、地域の安全と発展のために着実にその実
績を積み上げていただいていることに敬意と感謝を申し上げます。
平成 28 年 10 月、貴事務所のご配慮により普段は遠くに眺める中央アルプスを上空か
ら見ることができました。真下に見る山肌は鋭く抉り取られ増々拡大し続ける崩壊地の現
状に驚きと危機感を覚えました。しかし、眼下に見る砂防堰堤が、土石流を止め防災・減
災に確実に機能していることも確認できました。砂防事業の重要性を認識したところです。
昭和 53 年に当地域が直轄砂防区域に編入され、木曽南部地域の砂防事業は、地域住民
の安心・安全と地域の発展に大きく寄与していることに、あらためて感謝いたします。今
後もさらに砂防事業の推進を願うところです。
結びに、貴事務所の増々のご発展と関係各位のご健勝、ご多幸をご祈念申し上げまして
開所 80年記念のお祝いのことばとさせていただきます。
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